













んだ野次が, ｢シャイロック｣ と ｢古着｣ だったことを思い起こしておき
― ―17
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たい (パターソン 68)｡ チャールズ・ディケンズ (Charles Dickens, 1812




が, ジョージ・エリオット (George Eliot, 181980) の場合はどうであろ
うか｡ 彼女は, Daniel Deronda (1876) においてユダヤ人とユダヤ教を取
り扱っている1)｡ ジョン・リグナル ( John Rignall) は, ｢デロンダが自身
のルーツ, 愛, 天職を見つけるユダヤ人の文化と比べると, デロンダが育
てられ, 彼がグレンドレン・ハーレス (Gwendolen Harleth) と出会う上
流階級の世界には, 実のところ精神的空虚さがある｣ と述べている
(Rignall xvii)｡ 作品において２つの世界には大きな隔たりがある｡ デロン
ダは, 自身のルーツを探る過程において, 一方グエンドレンは, 結婚を通






ティム・ドリン (Tim Dolin) は, ｢Daniel Derondaは, エリオットが並
外れた女性 優れた才能に恵まれ, 妻や母になることよりも, 自分の才
能を追い求めようとした女性 に焦点を置いた唯一の小説である｣ と述







か？あの目の動きに力強いものがあるのは, 形に, あるいは表情に, なに









K・M・ニュートン (K. M. Newton) は, ｢グエンドレンは, 小説の主要
な敗者であり繰り返し賭け事をし, 繰り返し負ける｣ と述べている





うになってしまった｣ (36) と説明している｡ グエンドレンは, ｢結婚すれ
ば女は自分のしたいことはできないし, 子供は欲しい数より余計できるの
で, 結局自分は愚鈍になり, とり返しのできない平凡な生活に埋没してし
まう｣ (36) と思うことから, そのような考えとなったのであった｡ ｢結婚
は女にとってただ一つの幸福な状態よ｣ (26) と言う母親に対し, グエン
ドレンは ｢もし幸福な結婚でなかったら, わたし我慢なんかするものです




(Wanchester) からピアノが届いたので, グエンドレンは弾奏したり, 独
唱したりして, 一座の喝采を博するが, どこといって特徴のない, 穏やか





David) は, ｢小説を通してグエンドレンは, 自分の経験, 環境, 周囲の人
を支配する意志のある, 上流中産階級の女性として振舞う｣ と述べている
(David 138)｡ デイヴィッドの指摘するグエンドレンの振舞いは, 彼女の
自意識によるものである｡ それはエリオットが ｢自分は並の女ではないと
感じられることが, 彼女には嬉しかったのである｣ (49) と説明している
ことからも明らかである｡ レックス (Rex) に ｢いったい, 君は何をした
いの？｣ (65) と聞かれたグエンドレンは, ｢北極点へ行こうかしら？それ
とも障害物競争をしようかしら？それともレイディ・ヘスター・スタナッ
プ (Lady Hester Stanhope, 17761839) のように東洋へ行って女王になろ
うかしら？｣ (65) と答える｡ レイディ・ヘスター・スタナップとは, ウィ
リアム・ピット (William Pitt, 17591806) の姪であり3), 信頼できる話相
手であった｡ 彼女は, ウィリアムの死後, 王室の年金を受け取り, 1810年
中東へと旅立ち, 1814年マウント・レバノン (Mount Lebanon) に居を定
めた｡ そこで彼女は地元の人々を支配下に置いた｡ レイディ・ヘスター・
スタナップの例は, グエンドレンがまねのできない女性の自立の例である｡
ナンシー・ヘンリー (Nancy Henry) は, ｢元気のよい知的な女性は, 結
婚か家庭教師に身を投じるべく選択しなければならなかった｣ と述べてい






ト (Mallinger Grandcourt) である｡ ディプロー (Diplow) 近辺に流れた
噂について, エリオットは次のように書いている｡
The news was that Diplow Hall, Sir Hugo Mallinger’s place, which had
for a couple of years turned its white window-shutters in a painfully well-
eyed manner on its fine elms and beeches, its lilied pool and grassy acres
specked with deer, was being prepared for a tenant, and was for the rest
of the summer and through the hunting season to be inhabited in a fitting
style both as to house and stable. But not by Sir Hugo himself : by his
nephew Mr Mallinger Grandcourt, who was presumptive heir to the
baronetcy, his uncle’s marriage having produced nothing but girls. (85)
その噂というのは, サー・ヒューゴー・マリンジャーの邸宅であるディ
















なんだから, そこへ気紛れが入ってはならんのだよ｣ (135) と肯定的に考
えていることである｡ そして, ｢結婚は女にとって唯一の真実で満足のい
く領域なんだよ, だからグランコート氏と結婚しようと, めでたく心が決








あそこは私の母校なんだよ｣ (165) と言い, ダニエルがエリート・コース
を進むことを望んでいる｡
サー・ヒューゴーの期待通りエリート・コースを進んでいたダニエルで











イラーであったが, 父親とともにハンブルグ (Hamburg) へ行くとき船の
中である紳士が, 父親について, ｢あの男も抜け目のないユダヤ人なんだ
―ごろつきに決まっている｡ 男は悪賢くて, 女は美人という点ではあの人
種に限る｡ どの方面へあの娘を売るつもりかな？｣ (206) と言っているの
を聞く｡ これを聞いたとき, マイラーは, ｢私の一生は, ユダヤ人の女に
生まれたために不幸なんだ, 死ぬまでいつでも世間から軽蔑され, ユダヤ
人という名で批判されなければならない, でもそれを我慢しなければなら





かつて, ルーレットでの勝負の後, ４ルイしか財布になかったので, 彼女
は, 質屋にネックレスを持っていき金に変える｡ この際の質屋についてエ
リオットは, ｢ああいうユダヤ人の質屋は勝負に負けたキリスト教徒と見














一方で, デロンダは, 最初ユダヤ人に関心がなかったが, ユダヤ人の兄












‘Gadsmere, I believe, is a secondary place,’ said Mr Gascoigne ; ‘But
Ryelands I know to be one of our finest seats. The park is extensive and
the woods of a very valuable order. The house was built by Inigo Jones,
and the ceilings are painted in the Italian style. The estate is said to be
worth twelve thousand a-year, and there are two livings, one a rectory, in
the gift of the Grancourts. There may be some burthens on the land.













け, グランコートとの結婚について, ｢あこがれ求める華麗な身分, 結婚
すれば自分のためにつくり出せると夢想する自由, 娘時代の無意味な退屈
からの解散―全てはすぐ目の前にあるのだ｣ (29798) と考える｡ 注目に
値することは, このような考え方の持ち主がキリスト教を中心とした世界
の住人であることだ｡
トマス・アルブレヒト (Thomas Albrecht) が指摘しているように, イ
ギリスの紳士として育てられたデロンダは, 後に彼のユダヤ人の先祖を発
見し, ユダヤ教を受け入れ, 友人のユダヤ人のため政治的活動に献身する
ことを決断する (Albrecht 390)｡ このようなデロンダの目を開かせたのが
マイラーである｡ エリオットは, デロンダの変化を次のように説明してい
る｡
Not only the Meyricks, whose various knowledge had been acquired by
the irregular foraging to which clever girls have usually been reduced, but
Deronda himself, with all his masculine instruction, had been roused by
Daniel Deronda
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this apparition of Mirah to the consciousness of knowing hardly anything
about modern Judaism or the inner Jewish history. The Chosen People
have been commonly treated as a people chosen for the sake of somebody
else ; and their thinking as something (no matter exactly what) that ought
to have been entirely otherwise ; and Deronda, like his neighbours, had
regarded Judaism as a sort of eccentric fossilised form which an accom-
plished man might dispense with studying, and leave to specialists. But
Mirah, with her terrified flight from one parent, and her yearning after the
other, had flashed on him the hitherto neglected reality that Judaism was
something still throbbing in human lives, still making for them the only





















いたことを示している (The Times : 7 January 1850)｡ 一方で1885年の新
聞記事は, ６百37万７千602人のユダヤ教徒がいたことを示している (The
New York Times : 17 October 1885)｡ このことは, ユダヤ教徒の増加を示




のを, 父があざ笑うのを見たことがあります｣ (355) と言う5)｡ このこと
は, マイラーの父親がユダヤ人に対して反感を抱いていることを示してい
る｡ しかし, 娘のマイラーは, ユダヤ人としてのアイデンティティを守り
続ける｡ それは, 彼女のメイリック (Meyrick) 夫人への ｢私は, いつで
もユダヤ人でいるつもりです｡ キリスト教徒たちがあなたのように良い人
たちなら, 私はキリスト教徒を愛します｡ でも, 私は自分と同じ民族にい
つでもすがります｡ いつでもその人たちと一緒に神を拝みます｣ (360) と
いう言葉からも明らかである｡
マイラーの兄であり, 貧しいユダヤ人の労働者であるモーデカイ
(Mordecai) は, ユダヤの国家としての再興を念願し, この理想の実現者
をデロンダに見る｡ モーデカイのモデルは, エリオットの友人エマニュエ
ル・ドイッチュ (Emanuel Deutsch, 182373) であると考えられている｡
エリオットのユダヤ人の民族主義という考えについての関心は, ドイッチュ




ため, 1855年ロンドンに来る前, ベルリンで教育を受けた｡ エリオットは,
1866年, フレデリック・レーマンズ (Frederick Lehmanns) の家で彼に会っ




ユダヤ人の質屋エズラ・コーエン (Ezra Cohen) とは異なる種類の人間で







カイは, ｢わしが言うのは, 誰もみな, 自分が軽蔑する兄弟関係や遺産か
らは遠ざかっておれ, ということだ｡ わしらの民族は, ケルト人がサクソ
ン人と混血したように, キリスト教徒と混血してきたのが何千何万もいる
のだ｣ (5089) と言う｡ モーデカイの言葉には, キリスト教に席巻されな
がらもユダヤ教を守っていくのだという誇りが感じられる｡ また, モーデ
カイは, ｢10支族 (古代イスラエル人の支族) があとかたもなくなってい
ることや, ユダヤ人の子孫の大多数が, 川と川とが合流するように, キリ
スト教徒と混血してしまったことは, わしにはどうでもよいことなのだ｣
(515) と言いながらも, ｢今でもわが民族を見よ｡ 彼らの裾は広く拡がっ
ている｣ (515) とユダヤ民族が生きのびていることを主張している｡ 彼は,
偏見にさらされながらも, 富裕なる者, 商業界の王者, 全ての知識に通じ
人間文化研究 第10号
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た学者, あらゆる技術に巧みな者, 弁論家, 政治家の中にヘブライ人の血



































まに見せるものはない｣ (564) とグランコートが言っていることから, デ
ロンダのグエンドレンへの影響力は相当なものであると言っていい｡ グエ
ンドレンは, ロイブロン (Leubronn) で賭博にうつつを抜かしていたと
き, 初めてデロンダに会って以来, 内心を見透かされているのではないか
という恐れに囚われている｡ このような恐れは, グランコートと結婚した
後にも彼女につきまとっている｡ なぜなら, 彼女は, デロンダが ｢自分が
グランコートの妻になり領地の未来のあるじを自覚して得意になっている
と見て軽蔑しているのではないか｣ (399) と思うからである｡ エリオット
は, グエンドレンの状態を ｢彼 (デロンダ) は彼女 (グエンドレン) の良
心の一部になりかけていた｣ (399) と説明している｡
グエンドレンに ｢あなたは他の人たちにもっと関心を持ち, もっと多く
のことを知らなければなりません｣ (527) と言ったデロンダは, モーデカ
イこそマイラーの実の兄であることを知る｡ この不思議な縁に導かれるか
のように, デロンダの出自も明らかとなる｡ 彼は, ジェノヴァで母親であ





あった｡ 彼女は, ｢私は父の宗教をあの頃嫌ったのと変わりなく, 今も嫌っ
ています｡ 再婚する前に私は洗礼を受けました｡ 自分の周囲の人たちと同
じようにしたのです｡ そうする権利があったのです｣ (613) と言うだけで
なく, ｢私は獣のように自分と同じ仲間と同じ行動をする義務はなかった








ンドレンは海に飛びこむが, 助け上げられる｡ グエンドレンは, デロンダ
に, ｢私は心の中で, 確かに, あの人を殺しました｣ (670), ｢私はロープ
を握っていました―いけない, また浮き上がりました―水の上にあの人の





たユダヤ娘の話は, 注目に値する9)｡ ユダヤ娘は牢に入って, そこに囚わ
れていた王に愛されている女と着物をとりかえる｡ それは, 自分がその女








愛情が見られる11)｡ ハンス (Hans) が確信しているように, 両者の間には






トが ｢黄金や宝石にまさる貴重なもの｣ (780) と表現していることだ｡ こ
の手紙の中で, グエンドレンは, ｢女の中で最も良い人間の一人になるた
めに, 他の人たちに生まれてきた甲斐があったと思ってもらうために, 生
きてまいります｣ (780) と自身の決意を述べているだけでなく, ｢私は自










を認識することにより, デロンダ (ユダヤ人) から見た, グエンドレンの




















は, コリントの教会の共同体に宛てられた手紙である｡ この手紙は, 信仰
をめぐってもめている人々を一つにまとめるという目的で書かれている｡
第13章では, ｢たとえ, 預言する賜物を持ち, あらゆる神秘と知識に通じ
ていようとも, たとえ, 山を動かすほどの完全な信仰を持っていようとも,
愛がなければ, 無に等しい｣ (I Corinthian 13 : 2), ｢信仰と, 希望と, 愛,
この三つは, いつまでも残る｡ その中で最も大いなるものは, 愛である｣
(I Corinthian 13 : 13) と語られている｡









1) Daniel Derondaは, 1876年２月から９月まで８回に分けて月刊で出された｡
最終章が完成したのは, 1876年６月８日である｡
2) George Eliot, Daniel Deronda (London : Everyman, 1999), p. 5. この作品か
らの引用文は, この版により, 引用末尾の括弧にぺージを示す｡ 日本語訳の
部分は, 淀川郁子訳 『ダニエル・デロンダ』 (松籟社) を参考にした｡
3) ウィリアム・ピットは, 父親であるウィリアム・ピットと区別するため小
ピットと呼ばれる｡ 1783年, 24歳でイギリス最年少の首相となり, 1801年に
辞任したが, その後1804年に再び首相となり, 1806年に没するまで首相の職
にあった｡
4) バーバラ・ハーディ (Barbara Hardy) は, ｢ダニエル・デロンダの登場人
物は, 馬, 騎手, 馬車, 支配, 服従のイメージで描かれている｣ と述べてい
る (Hardy 195)｡
5) ユダヤ人は, 選民意識が強く, このことが彼らが伝統や教えを守る原因と
なっている (Wasserman 18)｡ アブラハム (Abraham) は, ユダヤに関する
聖書の系図では, 最初の人間ではないが, 最初のユダヤ人である｡ アブラハ
ムは, 初めて神を発見したと信じられている｡ 彼は, また神の呼びかけに自
発的に答えた (Levine 7980)｡ このことは, 選民意識と密接な関係を持っ
ている｡
ユダヤ教では土曜日に安息日を守っている｡ この日には人々は, 労働を控
える｡ また, 安息日は, ユダヤの民が出エジプトを脱し, シナイ半島にたど
り着いたことを思い出す日でもある｡ ヨン・キプル (Yom Kippur) は, トー
ラー (Torah), あるいは, モーセ五書の中の一つレビ記16章に規程されて
いるユダヤ教の祭日で, 贖罪の日である｡ ユダヤ暦ティシュレ (Tishrei)









7) 1869年の春にドイッチュは, パレスチナを訪れた｡ パレスチナから戻った
後すぐドイッチュは, 癌の症状で悩まされ始めた｡ 彼は, 数回手術を受けた｡
大英博物館での仕事を続けていたにもかかわらず, 彼は, 痛みに耐えるため,
友人から離れていた｡ 1873年４月にドイッチュはアレクサンドリア
(Alexandria : エジプト北部の都市) の病院に移され, そこで５月12日に亡く
なり, ユダヤ人墓地に埋葬された｡ この悲しいできごとは, エリオットが新
しい小説を計画しているときに起きた｡ ハイトは, ｢ドイッチュの記憶は,
死にかかっているモーデカイを通して作品に織りこまれている｣ と指摘して
いる (Haight 470 71)｡
8) エズラは, 紀元前５世紀頃のヘブライの学者｡
9) モーデカイは, この話を後期のミドラッシュ (Midrash) のどこかにある
と思っていると言っている｡ ミドラッシュとは, 古代ユダヤの聖書の注釈書
である｡
10) チャールズ・ディケンズ (Charles Dickens, 181270) は, A Tale of Two
Cities (1859) において, 愛する女性ルーシー・マネット (Lucie Manette)
のためチャールズ・ダーネイ (Charles Darney) の身代わりとなって死んで
いくシドニー・カートン (Sydney Carton) の姿を描き出している｡ この作
品では, キリスト教徒としてのカートンの無償の愛が示されている｡ 付け加
えておくと, ディケンズは, エリオットに A Tale of Two Citiesを献呈して
いた｡ 彼は, エリオットを女性であると推測した最初の人物の一人であり,
彼女のファンであった｡ 1859年７月にエリオットが Adam Bedeをディケン
ズに送ったときアイデンティティを明らかにしたと考えられる｡
11) コミュニティー (community) という言葉は, ｢安心していられる, 分ち
会える場｣ を連想させる一方, 分派的排他性をも連想させる｡ ヘンリ・ナウ




くかということの方が重要であると考えている (ナウエン 55)｡ エリオット
は, ナウエンの考える愛他精神の重要性を作品の中で示している｡
12) ユダヤ人が受け入れられるところに Daniel Derondaの特徴がある｡ バー
ナード・マラマッド (Bernard Malamud, 191486) は, The Lady of the Lake
でユダヤ人であることに劣等感を感じるヒーローを描き出している｡ ヘンリー・
R・フリーマン (Henry R. Freeman) は, 元々ヘンリー・レヴィン (Henry
Levin) という名前であったが, 名乗るときは, ヘンリー・R・フリーマン
と言うことにしている｡ 彼は, 美しい女性イザベラ (Isabella) と出会い彼
女を自分のものにしたいと思い, ｢ユダヤ人ではない｣ (Malamud 590) と嘘
を言う｡ その理由は, 彼が ｢だいたいユダヤ人であることでどんな得をした
というのだ｡ 悩みが増え, 蔑まれ, 忌まわしい記憶ができただけだ｣
(Malamud 591) と考えるからである｡ しかし, フリーマンの嘘は, 期待外
れの結果を生んでしまう｡ なぜならば, イザベラは, フリーマンがユダヤ人
であることを期待していたからである｡ 彼女は, ｢あなたとは結婚できない｡
わたしたちはユダヤ人なの｣ (Malamud 596) と言って彼の元を去る｡ この
作品では, ユダヤ人であることに劣等感を感じるがゆえに, ヒーローは悲劇
的結末を受け入れざるを得なくなる｡
ジョージ・オーウェル (George Orwell, 190350) は, エッセイ “Antisemit-
ism in Britain” でイングランドでは, ユダヤ人であるだけで, どもりや生ま
れつきのあざのように, まっさきに無資格者の烙印を押され, ある種の知的
職業にはつけなかったことを指摘している｡ 彼は, ｢海軍の将校にはまずな
れなかったろうし, 陸軍でも ｢格式のある｣ 近衛連隊に入ることはまず無理
だった｣ と述べている｡ さらに, ｢パリック・スクールでは, かならずといっ









イザック・メリット・シンガー (Isaac Merritt Singer, 181175) のシンガー
製ミシンであった (君塚 39)｡
作品
Eliot, George. Daniel Deronda. London : Everyman, 1999.
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: The Spiritual Influence of Deronda
on Gwendolen and His Recognizing Judaism
YOSHIDA Kazuho
Daniel Deronda (1876) is a novel by George Eliot (181980). Daniel
Deronda was issued in eight monthly parts from February to September 1876.
It was the last novel George Eliot completed. It reflects George Eliot’s per-
spective on mid-nineteenth-century English society and culture, rather than
recollections of a Midlands childhood or a reconstructed past world. A vital,
intelligent young woman must choose between selling herself in marriage or
becoming a governess, while a handsome, intelligent young man drifts through
his university education and emerges with only the vaguest sense of purpose
or vocation.
Through a plot involving adoption, illegitimacy, and ambiguities of inheri-
tance, Eliot continued to expose the spurious nature of class distinctions based
on lineal descent. The decaying aristocracy, represented by Grandcourt, is
threatened by the upwardly mobile middle class. The middle class, which
should be political and cultural exemplars to the nations as a whole, are mate-
rially prosperous and spiritual bankrupt. In Daniel Deronda, Eliot challenged
complacent English Christians and Jews to see the ideal strain in Judaism as
a model for preserving a coherent culture and aspiring to a national unity.
In the Victorian age, Jewish people faced the discrimination based on the
feeling of anti-Semitism. Many British people regarded those who stuck to
Judaism as people of paganism and bore bad feelings toward them. In Daniel
Deronda, George Eliot treats Jewish people and Judaism. In 1866, she formed
a friendship with the Jewish scholar Emanuel Deutsch who worked at the
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British Museum, and from whom she took lessons in Hebrew. In Daniel
Deronda, the world of Jewish culture in which Deronda finds his roots, love,
and vocation, is different from that of fashionable circles in which Deronda
meets Gwendolen Harleth. Deronda gets involved with a Jewish brother and
sister and recognizes his identity as a Jewish person. The story has the plot
of the world of Christianity viewed from the world of Judaism. At first the peo-
ple around Deronda expects him to choose a life of elitism as gentleman and
the people around Gwendolen expects her to choose a marriage which guaran-
tees a property and a social status. However, Deronda’s involvement with
Mordecai and Mirah, the Jewish brother and sister, makes him think of his
roots and vocation, and changes his life. The English upper-class world in
which Deronda is raised, and in which he encounters Gwendolen, is shown to
have a spiritual emptiness at its heart in comparison with Jewish culture in
which he finds his roots, his love, and his vocation. Deronda’s critical eyes on
Gwendolen have a great influence on her.
Eliot not only shows us that Gwendolen who regards property and real es-
tate as the most important and gets married to Grancourt, reflects on what she
did and changes her life by the spiritual influence of Daniel, but also shows
how Deronda and Mirah are united by their disinterested love.
